
「ご当地検定」と地域振興 
～これから発揮される「かごしま検定」の効果～ 

2006年 4月 

「かごしま検定」を振り返る 
2006 年 4 月 16 日、鹿児島市内で、鹿児島商工会
議所主催の「かごしま検定（正式名称：鹿児島観

光・文化検定）」が実

施された。これは、鹿

児島に関する自然・歴

史・文化・地域・産業

経済などの知識を、テ

キストやセミナーを通

じて学習し、試験でそ

の成果を問うものであ

る。実施の目的として

は、「九州新幹線の全

線開業を５年後に控え、

鹿児島では、魅力ある

街づくりとともに、全

県的な観光に向けたソ

フトの推進が求められ

て」いるとの認識の下、

「県内外を問わず、多

くの方々が、鹿児島への関心を持っていただくとと

もに、一人でも多くの鹿児島ファンを増やしてい

く」iことであるとされた。 
検定レベルは難易度によって３段階に分かれてい

るが、今回は第１回ということもあって「かごしま

マスター試験（初級に該当）」のみであった。今後、

順次「鹿児島シニアマスター試験（中級に該当）」、

「上級試験（名称未定）」の試験を実施する予定で

ある ii。合格者に対しては合格通知書が交付される。 
受験者数は当初予想を大幅に上回る約 2,300 人、

事前に開催された受験対策セミナーも２日間で約

1,000 人が詰めかけた。また、テキストも既に約６
千部販売された。地元マスコミも大々的に取り上げ、

ちょっとしたブームが生じた。 
図表１　「かごしま検定」テキスト

今回の試験の申込者（2,459 人）の属性を鹿児島
商工会議所の資料でみると、30 代から 50 代までが
それぞれ 20％強を占めているところが特徴的である。
また、エリア別にみると、鹿児島市内からの申込が

およそ４分の３を占めている（図表２）。また、社

員に受験を奨励する企業もあり、受験者数の増加に

寄与したといわれている。 
合格率などは現段階では明らかにされていないが、

受験者の反応もよく、新聞紙上でも「県内のことを

もっと知りたい、と挑戦した。離島の知識など新た

な発見もあった。ふるさとを再発見するいい機会」
iiiといった受験者の声が紹介されていた。 
このように「かごしま検定」は大ヒットでスター

トした。実現に奔走した事務当局の方々の苦労を目

の当たりにしている筆者としては、大変喜ばしく思

っている。 
本稿では、この「かごしま検定」をはじめ、全国

で注目されている「ご当地検定」について、その特

徴と今後の方向性について、地域振興のツールとい

う観点から検討してみることとしたい。（なお、筆者
は「かごしま検定」にテキスト作成などを通じて関与してい

るが、本稿での見解は、あくまで筆者個人のものであること

を予めお断りする。） 
 

エリア別構成比

22.5%74.0%

3.5%

鹿児島市内 市外県内 県外ほか

年代別構成比

16.1% 23.8% 20.2% 22.0% 10.4%

4.5% 2.9%

１０代以下 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上

出典：鹿児島商工会議所資料

（図表２）「かごしま検定」受験申込者の属性
「ご当地検定」とは 
この「かごしま検定」は、最近各地で次々と生ま

れている「ご当地検定」の一つに数えられているが、

それではそもそも「ご当地検定」とは何なのであろ

うか。 
「ご当地検定」とは、一般的には、地域の観光協

会や商工会議所などが実施する、地域の歴史、自然、

文化、観光、産業などについての知識に関する試験

のことivを指している。 
「ご当地検定」の草分けとされるのが、（財）東

京観光財団と東京商工会議所が 2003 年から現在ま
で、計３回実施している「東京シティガイド検定」

である。第１回検定では東京の自然、歴史、産業な

ど全 8 分野から出題され、約 1,100 人が応募し、約
790人が合格した。また、翌 2004年には京都商工会
議所が「京都・観光文化検定（通称京都検定）」を
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（図表３）最近の主な地域検定実施事例

開始年 検定試験名 主催団体 開始年 検定試験名 主催団体
2003年 2006年　　(4月19日現在）

　東京シティガイド検定 東京観光財団、東京商工会議所 実施 　ふるさと小松検定 県立小松商業高校
　ナマハゲ伝導士認定試験 男鹿市観光協会 済み 　信州観光文化検定 信州観光文化検定協会

2004年 　明石・タコ検定 明石中心市街地まちづくり推進会議

　札幌シティガイド検定 札幌商工会議所 　長崎検定 長崎商工会議所
　沖縄旅行地理検定 旅行地理検定協会 　姫路・観光文化検定 姫路商工会議所
　京都検定 京都商工会議所 　かごしま検定 鹿児島商工会議所

2005年 実施 　ジュニア京都検定 京都市
　九州観光マスター検定 福岡商工会議所 予定 　江戸文化歴史検定 江戸東京博物館
　萩ものしり検定 萩市 　松本検定 松本市
　金沢検定 金沢経済同友会 　北海道観光マスター検定 北海道商工会議所連合会
　岡山文化観光検定 岡山商工会議所 　観光検定 徳島県観光協会
　彦根城下町検定 滋賀県彦根商店街連盟 　六甲・摩耶学検定 神戸市
　北海道フードマイスター 札幌商工会議所 　奈良まほろばソムリエ検定 奈良商工会議所
　宇和島「通」歴史・文化検定 宇和島市生活文化若者塾「拓己塾」

出典；辻田［2005］をもとに筆者加筆

実施し、第１回検定では全国から約 9,800 人が受験
したということで話題になったv。この京都検定の

成功がきっかけとなって「ご当地検定」は急速な盛

り上がりを見せ、以降年々実施される検定の数は増

加、現在はブーム的様相を見せている（図表３）。 
これらをみると、「ご当地検定」には大まかにい

って３つの類型があると考えられるvi。 
(1) 人材育成型 
第１の類型は、観光などの人材育成を通じて地域産

業の活性化を図ろうとする産業政策的な方向性を持

つ、いわば「人材育成型」である。最初の「ご当地

検定」がいみじくも「東京シティガイド
．．．

検定」であ

ったように、ガイドとしての能力を評価する検定で

あった。「検定」がそもそも能力開発のツールであ

ることを考えれば、「ご当地検定」が観光にかかわ

る人材育成からスタートしたことも理解できる。そ

の後も観光人材の能力向上を目指した「札幌シティ

ガイド検定」や「九州観光マスター検定」、地域の

食にかかわる知識のレベルを問う「北海道フードマ

イスター」などの取り組みが行われた。これらの

「ご当地検定」はいずれも、事業規模が大きく、合

格後も能力向上や就職・起業のフォローアップに注

力しているところに特徴がある。たとえば、「北海

道フードマイスター」は希望者にマイスター資格者

を優先的に雇用する求人先の情報提供や、開業希望

者への各種の支援制度の紹介など、同地域の基幹産

業である「食」に関わる産業の人材強化策を明確に

打ち出している。 
 (2) 地域学型 
第２の類型は、ある特定の地域や分野の知識を問

うことで、その地域の魅力を見直していく、いわば

「地域学型」である。近年「奄美学」や「長崎学」

といったように、特定の地域の自然や文化を学ぶこ

とを通じて地域づくりへの動機付けを図ることを目

的に、地域住民など多様な主体による生涯学習的ス

タイルで行っている一連の活動を「地域学」と称す

ることがあるがvii、その活動の一環として「ご当地

検定」が行われるのが、この類型である。 
この類型の取り組みでは、資格獲得というよりも、

地域の「『通』になること」「再認識をすること」

「理解を深めること」などを、その目的に掲げてい

る。また、地元高校、地域づくりグループ、ＴＭＯ

などが実施主体となっているケースもある。実施内

容も全体的に規模が小さく、学習、試験中心のもの

が多いようである。ただ中には、合格者を地域づく

りのネットワークの中に組み込もうとする方向性を

検討している取り組みもある。たとえば、「萩もの

しり検定」は市営萩博物館が中心となって行ってい

る「萩まちじゅう博物館」プロジェクトの一環とし

て実施されている検定であるが、現在合格者に対し

フォローアップの講演会や茶話会を行うことでネッ

トワーク化を図ろうとしている。加えて上級合格者

（萩ものしり博士）には「萩まちじゅう博物館」プ

ロジェクトなど地域づくり活動への積極的な関与を

してもらおうとしている。 
その他の事例： 「宇和島「通」歴史・文化検定」、

「明石・タコ検定」など 
(3) 中間型 
第３の類型が「人材育成型」と「地域学型」の

「中間型」である。この類型ではその多くが「地域

を知る」ことと、「もてなしの質を高める」こと双

方を実施目的に掲げており、「観光文化検定」を名

乗るところが多いのも特徴である。「かごしま検

定」もこの類型に入るであろう。これらの取り組み

は、いずれも商工会議所などが主催した規模の大き

いものが多い。また多段階の級を設定して、広範な

受験者の受け皿を作るケースが多いのも特徴である。

他方「人材育成型」のような合格者の対する資格と

してのフォローアップを行うよりも、この学習、試

験のプロセスを通じて得たことを、業務のスキルア

ップであれ、地域資源の再発見であれ、各自の目的

意識やニーズに合わせて活用することを奨励する傾
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向にある。たとえば、代表的な「ご当地検定」であ

る「京都検定」は、要求される知識レベルに応じて

１級から３級まであるが、最上級の１級は小論文形

式の試験まで課し、合格者には京都の魅力の発信や

次世代への承継の役割を期待している。また、２級、

３級合格者に対しては、京都の伝統芸能に触れても

らうフォローアップの研修を希望者に用意するなど、

多様なニーズへ応えようとしている。長崎検定も同

様にフォローアップを検討している。 
その他の事例：「岡山文化観光検定」、「姫路・観

光文化検定」など 
このように、「ご当地検定」といっても、その目

的や仕組みづくりには多様なものがあるが、「人材

育成」と「地域学」という、大まかには２つの方向

性があると考えてよいであろう。 
 
なぜ「ご当地検定」が盛んなのか 
では、なぜこのように「ご当地検定」が各地で盛

んに実施されているのであろうか。 
第１に、経済社会が画一化しつつある中で、逆に

地域への関心が高まってきているという背景がある

と考えられる。この地域への関心という要因にも、

さらに２通りの考え方があるだろう 
一つは、地域への知的関心の高まりである。「ご

当地検定」を実施している地域は大都市や城下町な

ど豊かな歴史性を兼ね備えた地域が多く、そこでは

その歴史性を掘り起こしてみたいという知的関心が

そもそも高いのかもしれない（鹿児島の場合、地域

性として、そもそも自分たちの地域への関心が特に

高いのかもしれない）。また、『団塊の世代』の地

域への回帰傾向がよくいわれるが、この世代の知的

関心と「ご当地検定」がマッチしているという指摘

もあるviii。 
しかし、今回のブームの中には、そういった知的

関心ばかりでなく、地域性の中に今後の地域発展の

方向性やビジネスチャンスをみているのではないか

と考えられる。たとえば、「かごしま検定」で地元

企業に高い参加意欲がみられたのも、そういった意

識が背景にあるのではないだろうか。 
第２に最近の資格取得ブームといった要因もある

だろう。事実、資格取得のサイトでも「ご当地検

定」が取り上げられており、たとえば前述の「北海

道フードマスター」に注目しているix。 
第３に、これらの検定が、楽しみながら、あまり

深刻にならず受験できるという仕組みを作っている

点もあるだろう。カルチャーセンターに代表される

日本人の「学び好き」xや、昨今のテレビのクイズ

番組の人気xiを背景要因として指摘する声もある。

いずれにせよ、最近の地域づくりの議論では「楽し

さ」を演出することで活動のモチベーション維持す

ることの重要性も指摘されており xii、そのことは

「ご当地検定」が受け入れられる重要な要素となっ

ていると考えられる。 

「ご当地検定」の効果 
さて、以上の議論を踏まえて、このような「ご当

地検定」はどのような効果を地域にもたらすのか考

えてみよう。 
「ご当地検定」そのものは基本的には主に地域に

関する知識を問う試験である。そのため多くの「ご

当地検定」ではテキストを作成し、それをもとに講

習を実施し、試験を行っている。もし、「ご当地検

定」の直接的な経済効果を問うならば、この試験に

かかわる支出程度に過ぎないであろう。むしろ、こ

の「ご当地検定」からどのような波及効果が生じる

かが重要である。 
現在実施されている「ご当地検定」はいずれも歴

史が浅く、そこでの活動成果からこの効果を考える

のはまだ難しい。しかし、前でみてきたように、

「ご当地検定」には、「人材育成」の方向性と、

「地域学」の方向性があり、検定のもたらす効果は

基本的にこの方向性に沿ったものになると考えられ

る。 
つまり、第１に「人材育成」の側面であるが、観

光などの地域産業に従事する人たちがその産業に関

して学習を積み重ねることは、その産業のレベルを

向上させて競争力の源泉となるとともに、その地域

産業の人材開発を通じてその産業の底辺を拡大する

ことにつながるであろう。一方、多くの人がその地

域それ自体について多くの知識を持つことは、あた

かも地域住民全体がその地域の観光情報の発信者に

なるような効果を持っているだろう。 
現在のように、観光が地域産業活性化の戦略的分

野となっている地域が多く、それら地域間の競争が

激しくなっている状況下では、特に観光関連事業者

のレベルアップ、そして地域住民全体のホスピタリ

ティの質の向上が必要とされていることは論を待た

ない。鹿児島の場合でも、観光産業などのレベル向

上の必要性は指摘されているxiii。参加者が楽しみつ

つ、同時に資格取得の満足感を与えるような「ご当

地検定」の手法によって、地域全体のホスピタリテ

ィを向上させることは、こういった地域課題の効率

的な解決手法と考えられる。 
第２に「地域学」的な側面であるが、このような

地域資源に関する認識や関心が高まることを通じて、

この地域資源を維持、発展させようとする試みや、

それらを利活用する試みが活発化する契機を提供す

る効果が考えられる。たとえば、ある景観の保全の

議論を行うにしても、その景観の持っている価値に

ついて多くの人々の理解を得ていないとその事業は

進まない。その際、「ご当地検定」を通じて地域資

源などに関する共通の理解の土台ができていれば、

より有意義な議論や活動が可能となるであろう。 
これまでの議論を、南九州地域の地域戦略モデル

とあわせて整理してみよう。 
図表４は 2004年 12月に弊行南九州支店で発表し
た「地域づくり活動中期ビジョン」のエッセンスを
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まとめてみた図であるxiv。約言すると、南九州地域

の地域資源を活用して国内外に当地域の「アピール

ポイント＝信頼性（安心・安全）」の高さを発信し、

それによって観光など他地域との交流を活発化させ

る。その積み重ねの中から、ものづくり・観光・ま

ちづくりなど地域振興を図っていく、といった地域

振興モデルである。 
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このモデルの中で、どのような地域資源があるか

を把握し、それらを活用して地域のアピールすべき

ポイントを作り出していく過程では、地域資源の再

認識、共有化を図っていく、「地域学的」な取り組

みが必要となってくるであろう。 
また、そのアピールポイントを発信して、地域間

交流を活発化させ地域振興に結びつける過程におい

ては、観光産業などのレベルアップ、地域全体のホ

スピタリティ向上は不可欠であり、そこでは「人材

育成」の取り組みが必要とされる。 
このように見ていくと、南九州地域のこれからの

地域振興を考える上で、必要とされる「地域学」的

取り組みと「人材育成」の取り組みを、「楽しみ」

の演出において効率的に行える「ご当地検定」は、

単に資格取得の手段やマニアのためのイベントとい

う見方には収まりきらない広がりを持っているとい

えるだろう。 
 
今後何が必要か 
「ご当地検定」の効果をこのように考えると、こ

の検定自体は、検定に合格することも大事であるが

それ以上に、この検定にかかわった人々がこれから

どう行動するかが重要であることがわかってくる。

つまり、「ご当地検定」は、あくまで地域の活性化

のプロセスの入口に位置しているのである。 
そう考えると、地域振興という観点から今後必要

とされる点も見えてくるではないだろうか。 
すなわち、こういった検定を実施するサイドに関

しては、その目的が「人材育成型」であれ、「地域

学型」であれ、受験までの学習と、受験後のその経

験の活用の場づくりがやはり重要なのではないだろ

うか。 
また、地域を活性化するためには、できるだけ多

くの人が経験することも望まれる。そのためには、

「楽しさ」の演出と合格後のフォローアップがやは

り必要となろう。 

もちろん検定の類型ごとに目指していく方向性に

違いはあろう。たとえば、「人材育成型」であれば、

合格者のキャリア形成に寄与できるような、雇用者

側の啓蒙、継続的なスキルアップの支援、雇用情報

の提供のレベルアップが必要であろう。 
「地域学型」の場合は、検定参加者に対するネッ

トワークを形成して、地域資源に関する関心を行動

に移していく仕掛けが生まれるような場づくりが必

要となってこよう。 

他地域との交流活性化

地域資源の活用

南九州地域の「信頼性」の高さを発信

ものづくり・観光・まちづくりといった地域振興
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図表４南九州地域の地域戦略と「ご当地検定」の役割

出典；日本政策投資銀行南九州支店作成

そして、「中間型」は受験者の多様性を意識して、

その目的にあった場の提供をしていく必要があろう。

この類型の場合、一般に「試験問題が知識偏重では

ないか」、「観光ガイドに要求される資質と検定試

験に乖離があるのではないか」といった声もあるよ

うである。この類型は受験者のニーズに幅広く応え

ていこうとするコンセプトであるため、このような

反応はある程度仕方ないところもある。私見ではあ

るが、上級者に対しては「知識系コース」「プロフ

ェショナル系コース」のような目的別コース分けに

より、多様なニーズに応えていくというやり方もあ

るのかもしれない。 
そして、一層重要なことは、この検定の受験者自

身が、この検定が地域経済社会に与える効果がどの

ようなものか、自分なりに理解することではないだ

ろうか。検定を実施するサイドの役割は、あくまで

も「場」づくりである。この経験を、「楽しむ」気

持ちも忘れず、地域振興に活かしていくのは、やは

り受験者の主体的な意識次第なのではないだろうか。 
いずれにせよ「ご当地検定」の取り組みは全国的

にみてもまだ始まったばかりであるが、合格発表が

終了してからがその取り組みの真価を発揮する場に

なるのであろう。 
 

 



 
                                                                 
i 鹿児島商工会議所発行「かごしま検定」パンフレットより
引用。 
ii 鹿児島商工会議所は、2006年 10月に「第２回かごしまマ
スター試験」、「第１回かごしまシニアマスター試験」を実

施する予定である。なお、「上級試験」は 2007年度以降実
施予定である。 
iii 2006年４月 17日南日本新聞記事から引用。 
iv 辻田［2005］より引用。 
v受験者の約 3割は京都府外の在住者だった（辻田
［2005］）。 
vi この分類は、それぞれの検定の目的などを記載した文書な
どを参考に筆者が大括りに整理したもので、もとより厳密な

ものではない。 
vii 根本［2005］を参照。なお、「地域学」には海外の地域を
総合的に研究する学問を指す場合もあるが、その点は今回は

触れない。 
viii 2005年 10月 27日読売新聞記事を参照。 
ix たとえば、いぬかい はづき［2005］。 
x 戸祭［2006］を参照。 
xi辻田［2005］を参照。 
xii日本政策投資銀行九州支店、（財）九州経済調査協会

［2005］を参照。 
xiii 其田［2005］を参照。 
xiv 日本政策投資銀行南九州支店［2004］を参照。 
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